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活動テーマ 

 

平成 30年 7月豪雨倉敷真備地区の被災経験を生かした女性視点の災害セルフケアマニュアルづくり 

 

 

  

 

 
 

平成30年7月豪雨の被災地である倉敷市真備地区において、ヒアリングや記録づくりワークショップを開催して、災害時の出

来事や生活復興の過程に関する情報を収集してデータ化し、今後の災害セルフケアに活用できるよう整理した。 

地域住民、みなし仮設住宅で暮らす方、隣接する市に避難した方・受け入れた方、障がい児家庭、介護職、外国人等を

対象として災害時の出来事、被災生活で困ったこと、災害後の健康課題等をヒアリングし、記録づくりを行った。 

データを時系列整理、地図上に可視化することで、年代、性別、職業などによって、災害直後の対応、復旧、コミュニティ再

建の仕方も多様であることが見えた。特に、被災地では育児や介護のサービスが機能不全に陥る一方、ニーズは急増し、可視

化・価値化されない無報酬のケア（unpaid care giver）が増大していた。ケア提供者が過労に落ちいり、二次災害にならないよう

な対応を検討することが重要であることを確認した。 

また、ヒアリングやワークショップを通じて収集したデータから、水害から生活を守る減災ケアの考え方をとりまとめた。 

 

 


